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基本図の変遷

2009年
（平成21年）

５万分１地形図

1895年
（明治28年）

1964年
（昭和39年）

編集

2007年
（平成19年）

地理空間情報活用推進

基本法制定・施行

日本全土を覆う国土基本図の変遷

アナログからデジタルへ

電子国土基本図（デジタルデータ）

２万５千分１地形図

編集

・国土の現況を統一した規格で表し、様々な地図の基本となる地図情報
・平成21年度から、従来の「2万5千分1地形図」に代わる国の基本図として整備
・「地図情報」、「オルソ画像」、「地名情報」の3項目
・令和3年度に電子国土基本図は「公的基礎情報データベース（ベース・レジストリ）」に指定

位置を検索する鍵となる基本
的な情報として居住地名、自
然地名、住居表示住所、公共
施設等の情報を整備

地図と重ね合わせられるよう
に、位置や角度を調整した画
像で、地図情報の更新資料と
しても活用

基盤地図情報に、国土管理等
に必要な構造物、植生等の項
目、名称等を加え各種地図の
基本となる地図として整備

地図情報 オルソ 画像 地名情報

電子国土基本図とは ベース・レジストリとは

ベース・レジストリ（公的基礎情報データベース）とは、住所・所在地、法人の名称など、
制度横断的に多数の手続で参照されるデータからなるデータベース
ベース・レジストリの整備を行うことで、国民の利便性向上や行政運営の効率化等に資する
「電子国土基本図」は令和3年度にベース・レジストリに指定

国土地理院の3次元地図は、ベース・レジストリとして様々な分野のベースマ
ップとなる基本的な3次元地図を整備し、デジタル社会の実現に貢献すること
を目的としたもので、国土全域を整備対象としています。

現在整備を進めているもの既に整備が終わっているもの

アドレス・ベース・レジストリ ※電子国土基本図（地名情報）を含む

（アドレス・ベース・レジストリ
https://www.digital.go.jp/policies/base_registry_address）

法人番号、商号又は名称、本店又は主たる事務所の所在地
（国税庁 法人番号公表サイトhttps://www.houjin-bangou.nta.go.jp/）

基盤地図情報、電子国土基本図（地図情報）、電子国土基本
図（オルソ画像）

貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書
（金融庁 EDINET https://disclosure2.edinet-fsa.go.jp/WEEK0010.aspx）

郵便番号
（郵便局 郵便番号データダウンロード
https://www.post.japanpost.jp/zipcode/download.html）

法令
（e-Gov法令検索 https://laws.e-gov.go.jp/）

文字情報基盤に定める文字セット
（文字情報技術促進協議会 文字情報基盤 https://moji.or.jp/mojikiban/）



ハザードマップハザードマップ 観光マップ 地図アプリ

最新の地理空間情報を様々な形態で提供

印刷図
（２万５千分１地形図）

画像データ（電子地形図） DVD（数値地図） ウェブ地図（地理院地図）ダウンロード（基盤地図情報）

電子媒体 オンライン

電子国土基本図とは

地図情報 オルソ 画像 地名情報

紙媒体

■全国の都市計画区域全域（約10万㎢ ）を
地図情報レベル2500以下で整備（平成19～
23年度）

■その他の区域は、地図情報レベル25000で
整備（平成19年度に整備完了）

■平成24年度から、電子国土基本図と一体で
本格的な更新を開始

■地理空間情報活用推進基本法（平成19年法律第63号）第二条第三項
電子地図上における地理空間情報の位置を定めるための基準となる測量の基準点、海岸線、公共施設の境界線、行
政区画その他の国土交通省令で定めるものの位置情報であって電磁的方式により記録されたもの

海岸線測量の基準点

公共施設の境界線 （河川区域界）※公共施設の境界線 （道路区域界）※

道路縁行政区画の境界線及び代表点

軌道の中心線河川堤防の表法肩の法線 ※

水涯線標高点

市町村の町若しくは字の境界線及び代表点建築物の外周線

街区の境界線及び代表点

整備項目（13項目）整備項目（13項目） （平成19年国土交通省令第78号）

整備経過整備経過

電子国土基本図（地図情報）として一体的に整備・更新

※印は国土地理院で整備していない項目

基盤地図情報のイメージ基盤地図情報のイメージ

地図情報レベル2500の
整備範囲（地図情報レベル
2500以下も含む）

地図情報レベル25000の
整備範囲

整備状況整備状況

基盤地図情報とは

2024/07/31現在

都市計画基図

登山経路情報

スマートフォン等で取得された登山者の移
動経路の大量な位置情報（ビッグデータ） 設計図等 工事測量等に基づき作成された設計図等

工事測量等

現地測量による高精度
な測量を実施

測量用航空機で測量用に
撮影された空中写真

空中写真

公共測量により作成
された一定の精度を
有する図面

※都市計画法第14条
の規定による法定
図書

測量成果測量成果

設計図等の資料設計図等の資料
ビッグデータビッグデータ

大量のデータを統計的な処理
をすることで正確性を確保

電子国土基本図（地図情報）電子国土基本図（地図情報）

登山道調査

測量法に基づく測量成果（基本測量・公共測量）や施設管理者から入手
した設計図等を活用し、正確性を確保しつつ効率的に更新

迅速更新

面
的
更
新

電子国土基本図（地図情報）の更新 紙の地形図から電子地形図へ

従来の基本図
新たな基本図

デジタルの地図データ

20万分1地勢図

1万分1地形図

2万5千分1地形図

5万分1地形図

紙媒体の地図

地理院地図

電子地形図20万

更新停止中

数値地図（国土基本情報）

数値地図（国土基本情報20万）更新停止中

更新停止中

電子地形図25000
電子地形図50000

基盤地図情報

3色刷→多色刷へ

ウェブ地図

ラスター形式

ベクトル形式

デジタル形式の基本図「電子国土基本図」

５万分１地形図の特徴

5万分1地形図は、国土の景況を一定の詳細さを

保ちつつ概括的に把握することに優れる

整備開始以来、100年以上同一の範囲・区画で更

新され、地域の変遷の効率的な把握が可能

電子国土基本図・基盤地図情報整備、2万5千分1

地形図作成等に注力のため、5万分１地形図の更

新は停止しているが、現在も一定の需要がある

(国や自治体の管内図、教育用や書籍の挿入図等)

更新への強い
要望

電子地形図50000とは

従来の５万分１地形図に相当する電子媒体のプロダクト

ユーザが鮮度の高い地図が利用できる環境を整備し、

基本図として幅広い利用を想定。電子国土基本図を活

用して、自動処理による作成を目指して検討

学識経験者からなる「電子国土基本図のあり方検討会」

の取りまとめに、「縮尺50000分の1の電子地形図の

提供を行う」との提言



電子地形図50000とは

電子地形図25000と電子地形図20万の間を埋める位置

付けで、電子地形図全般として統一感ある図式での提供

2万5千分1地形図よりも広い範囲における地域の概況を

1枚で示すことができる特徴から、「国土や地域を総合的・

俯瞰的に捉える」ことができる適当な縮尺として、行政・教

育・レクリエーション等の一定のニーズへ対応

ベースレジストリにも指定されている電子国土基本図を用

いて、自動処理を活用することにより、これまでより鮮度を

高めて提供

電子地形図のラインナップ

電子地形図200000 電子地形図50000 電子地形図25000

電子地形図50000の提供形式

レイヤを表示・非表示
する制御が可能に

レイヤ付きGeoPDFを採用

ユーザー側で表示の選択が可能

オンライン販売

（日本地図センターホームページから提供）

電子地形図50000のレイヤー表示の選択

タブのオンオフで

レイヤー表示を

ユーザー側で選択

可能

参考：日本地図センター電子地形図50000オンラインサイト

電子地形図50000の整備情報

更新情報は
地理院地図から
確認できます

R6年10月末 整備予定エリア

整備完了エリア ① 電子国土基本図とは

（プラス１：電子地形図50000のご案内）

② 3次元データの現状

③ 3次元電子国土基本図とは

④ 2028年に向けて

本日の内容

地理院地図(Level15)

陸前高砂駅周辺（宮城県仙台市）



我が国の3次元地理空間情報の状況

• 国・地方公共団体による、航空レーザ測量の実施、３次元点群データの整備

• 防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策

• ３D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化プロジェクト「PLATEAU」

出典： https://www.mlit.go.jp/plateau/about/

全国で3次元データ、標高データが揃いつつある

ＬＯＤ（Level Of Detail）とは

OGC City Geography Markup Language (CityGML) En-coding Standardより引用

LODは地物の詳細度を示すもの
建物：LOD0～LOD４

解説LOD

平面に投影したもの。高さ情報がないLOD0

直方体の組み合わせで構成されたもの。箱モデルLOD1

屋根や壁などを再現したモデルＬＯＤ２

LOD2をさらに詳細に表現し、
開口部や立体交差などを表現できるようにしたモデル

ＬＯＤ３

建物の内部までモデル化したものＬＯＤ４

TOPIC 1｜3D都市モデルでできること[2/2]｜3D都市モデルの特徴と活用法 | How To Use | PLATEAU [プラトー] (mlit.go.jp)
https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc01-2/#p1_3_2

航空レーザ測量と３次元点群データ

３次元点群データ（オリジナルデータ）
建物や植生等を含む高さの点群データ

３次元点群データ(色付き点群データ)
空中写真の色を付与した点群データ

航空レーザ測量

航空レーザ測量により、３次元の点群データを取得

航空機に搭載したレーザスキャナからレーザ光を照射し、地上までの距離を計測して
標高を調べる測量。

DSM：
Digital Surface Model
デジタル表層モデル

DEM：
Digital Elevation Model
デジタル標高モデル

３次元点群データ及び標高データの整備状況

全国の航空レーザ測量成果を集約
「5mメッシュ標高データ」を提供

5mメッシュ標高データ 1mメッシュ標高データ ３次元点群データ

「1mメッシュ標高データ」の
提供を開始（R5年度～）

R6年度から提供（予定）

2024/09/30時点
整備率：80.1％

2024/07/31時点
整備率：4.2％

2008年
（平成20年）

「数値地図50mメッシュ（標高）」刊行開始
地表約50ｍ間隔に区切ったメッシュの中心点の標高を
2万5千分1地形図から計測した値

1993年
（平成5年）

1994年
（平成6年）

2001年
（平成13年）

「数値地図250mメッシュ（標高）」刊行開始
地表約250ｍ間隔に区切ったメッシュの中心点の標高を
2万5千分1地形図から計測した値

「数値地図 25000（空間データ基盤）」刊行開始
緯度、経度方向についてそれぞれ 2 秒間隔に区分けされた
メッシュの代表点の値

「基盤地図情報10mメッシュ（標高）、5mメッシュ（標高）」提供開始

国土地理院から提供するＤＥＭの変遷

2023年
（令和5年）

「基盤地図情報1mメッシュ（標高）」提供開始

能登半島地震に係る緊急航空レーザ測量（速報成果）

オリジナルデータ（珠洲市真浦町） オリジナルデータ（輪島市中心部）

オリジナルデータ＋オルソ画像 オリジナルデータ＋オルソ画像



能登半島地震に係る緊急航空レーザ測量（活用事例）

災害対応関連
・津波浸水想定区域図の見直し

・点群データによる土砂崩壊土量計算、写真地図データを活用した簡易査定用平面図作成

・公共土木施設災害復旧事業における査定設計書作成

都市計画関連
・水道関連の災害復旧業務のため

・公共土木施設等の災害復旧及び災害公営住宅建設等の復興まちづくり施策の計画検討・設計等に利用

・地方公共団体の実施する液状化対策・作成する復興計画等の検討支援

海岸関連
・海岸保全施設（堤防、護岸等）に関する災害復旧事業計画の検討

・石川県の高潮注意報・警報基準の見直しを行う根拠資料

道路関連
・国道415号の富山･石川県境部における道路計画の検討

・発災前後のデータ比較による被害箇所の特定、地形変位量等の被災状況の把握

① 電子国土基本図とは

（プラス１：電子地形図50000のご案内）

② 3次元データの現状

③ 3次元電子国土基本図とは

④ 2028年に向けて

本日の内容

地理院地図(Level15)

陸前高砂駅周辺（宮城県仙台市）

政府の重要方針に位置づけ → 3次元化に着手

骨太の方針 経済財政運営と改革の基本方針2023 （閣議決定）

安全保障にも資する地理空間（Ｇ空間）情報の充実・高度活用を図る。

デジタル社会の実現に向けた重点計画（閣議決定）

基盤的な地理空間情報である「電子国土基本図」について、ベース・レジストリであ
ることを踏まえ、更新頻度及び機械可読性の向上を図るとともに、国土全域を対
象とした３次元化を実施する。

成長戦略等のフォローアップ（閣議決定）

国土地理院が提供する地図について、高頻度で更新される国土全体の３次元地図
として整備し、順次提供する。

3次元電子国土基本図の整備に着手

3次元電子国土基本図とは

建物 道路（道路中心線） 鉄道（軌道中心線）

国土全域で

建物、道路、鉄道を 3次元化

現状

２０２８年までに

3次元化に必要な「高さ」

土地の高さ ＋ 対象物の高さ が必要

数値標高モデル（DEM） 3次元点群・DSM

3次元化の方法

２次元地図 高さ付与 ３次元地図

航空レーザ測量 ステレオ空中写真



「建物」の３次元化

中央値

最高値

地図情報

電子国土基本図
の建物ポリゴン
（2次元）

3次元点群データ

航空レーザ測量
や空中写真測量
によって得られ
る3次元点群

地盤面

3次元建物

（LOD1）

数値標高モデル
（DEM）

中央値

地盤面

最高値

一つの建物地物に付与される高さデータ

道路・鉄道（通常部）の3次元化

標高データ（数値標高モデル等）を用いて

→ 道路・鉄道中心線のノード・補間点について、最も近い標高データから付与

道路中心線への標高値付与イメージ

道路・鉄道（橋や高架部）の3次元化

3次元点群等から付与

→ ノード・補間点に最も近い点群
等の高さを付与

橋や高架部の道路・鉄道への高さ付与イメージ

試作データの表示例

江ノ島周辺（神奈川県藤沢市） 大船駅周辺（神奈川県鎌倉市）

試作データの表示例

道路・鉄道は
立体関係を構築

東京都日野市

※道路は、道路中心線が持つ幅員属性の幅で面として表示

３次元化にあたっての留意点

精緻化
作業

3次元化
可能に！

3次元化不可能

総描箇所



３次元化にあたっての留意点

中央値

最高値

周辺の物体の高さが含まれる

トンネル・地下

道路上の物体が含まれる可能性

データの整備時期の違い
(例：２次元地図有り、高さデータ無し)

① 電子国土基本図とは

（プラス１：電子地形図50000のご案内）

② 3次元データの現状

③ 3次元電子国土基本図とは

④ 2028年に向けて

本日の内容

地理院地図(Level15)

陸前高砂駅周辺（宮城県仙台市）

2028年に向けて

大縮尺地図

（都市計画基本図）
空中写真 道路・施設の設計図

地図更新作業を継続的に実施すると同時に3次元化を実施

面的更新 迅速更新

3次元点群データ

電子国土基本図
（２次元）

航空レーザ
測量成果

自動処理で
高さ付与

メリット → 高精度かつ高密度

標高データ

３次元化

大縮尺地図
（都市計画基本図）

高さデータの付与（手法１：航空レーザ測量成果利用）

（経年変化修正）

修正リソースがあ
る際には併せて更

新作業も実施

高さデータの付与（手法２：空中写真利用）

電子国土基本図
（２次元）

メリット → 地図も同時に
新しくなる

空中写真

３次元化

ステレオマッチングによる

高さデータ(DSM)取得

DEMは既存
データを活用 DSM

高さ付与

経年変化修正

2028年に向けて

初期整備後の更新データ提供・データ公開

• ３次元化はできる限り自動処理で効率的に

• 更新周期の維持・向上

都市計画基本図

空中写真

航空レーザ

測量成果

PLATEAU
との連携

更新履歴

精緻化

国土の変化の状況

電子国土基本図

新しい？

古い？



３次元化整備に着手 デジタル社会の実現に向けた電子国土基本図の3次元化

• ベース・レジストリとして様々な分野のベースマップとなる、基本的な

3次元地図の整備開始

• デジタル社会の実現に貢献することを目的としたもので、国土全域を整

備対象

• 高さデータの付与は、建物・道路（道路中心線）・鉄道（軌道中心線）の3地物

• 3次元データとして様々な解析に活用可能となり、ベース・レジストリ

としての価値が向上

• ２０２８年、全国の３次元地図を、誰でも、あたりまえに使える社会を

目指します

ご清聴ありがとうございました


